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一般社団法人日本損害保険協会 中国支部 

島根県松江警察署と連携して松江市で交通安全啓発活動 

～安全運転と反射材を用いた交通事故防止を呼び掛け～ 

 

日本損害保険協会中国支部島根損保会（会長：江里口 和雅・東京海上日動火災保険株式会社 山陰支店長）

は、12月20日（金）13時から、交通事故が多発している島根県松江市の「袖師交差点」で、島根県松江警

察署と連携した交通安全啓発活動を実施しました。 

 

松江警察署で開催した出発式では、江里口会長から、「日が暮れるのが早くなり、慌ただしい年末を迎える

にあたって、交通事故が多発することが懸念されています。少しでも交通事故が減るよう、県民のみなさま

に安全運転や反射材を用いた交通事故防止を呼び掛けましょう」と挨拶がありました。 

その後、「袖師交差点」で実施した啓発活動では、当協会本部が提供した「反射材付き啓発チラシ」に加え

て、松江警察署と当協会中国支部が連携して製作した「交通安全啓発チラシ」を車の運転手や歩行者に手渡

して、安全運転や反射材を用いた交通事故防止を呼び掛けました。なお、今回の啓発活動は、松江警察署の

交通安全キャラクター「しじみ部長」も参加して行われました。 

当支部では、引き続き、各県の警察署をはじめとした関係先との連携を強化して、交通事故防止に関する

活動に取組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出発式での江里口会長（右）の挨拶 江里口会長と松江警察署の 

交通安全キャラクター「しじみ部長」（右） 

啓発活動の様子 -1- 啓発活動の様子 -2- 

- 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

反射材付きチラシ 表面 反射材付きチラシ 裏面 

松江警察署と連携して製作したチラシ 表面 松江警察署と連携して製作したチラシ 裏面 


